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研究成果の概要（和文）： 

 

可燃性フィルムの素材に関する実験、調査、研究、分析を十分に実施することができ、日本に

おける映画フィルム保存の基盤をさらに広げることに成功した。特に近赤外線機器を使用する

ことで、瞬時に可燃性か不燃性かの判別することが可能であることが明らかなった。また、可

燃性フィルムを保存・復元というテーマについても、アナログ的な側面では染色調色の実験を

日本ではじめて実施し、またデジタル的な技術を使った長期保存の可能性についても検討する

ことができた。 

 

研究成果の概要（英文）： 

 

I accomplished several researches of nitrate materials and improved technical aspects 

of long-term film preservation. Using the near-infrared spectroscopy machine, it is found 

out that I can easily distinguish the material of each film base (nitrate or acetate) 

in an instance. Concerning the preservation and restoration of nitrate films, both new 

experiments of analog and digital restoration has been executed. On Analog theme, I was 

able to test the restoration of tinting and toning by traditional way.  
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１．研究開始当初の背景 
現在、世界中の多くのフィルム・アーカイブ

では、もっとも資料的価値の高い可燃性フィ

ルムを安全に保存できる専用の保存庫を設
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置している。しかし日本においては、いずれ

の機関も、可燃性フィルムを安全に保管し、

恒久的に保存するための保存設備を整備し

ていないため、現在は民間の危険物倉庫に一

時保管しているのが現状である。さらに、そ

の民間危険物倉庫の温湿度管理はフィルム

にとって最良のものではないため、今後長期

間に渡って可燃性フィルムを保管したまま

にしておくと、フィルムはさらに劣化してし

まい、20 世紀前半の映像が記録された貴重な

文化遺産が失われてしまう危険性がある。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、1950 年代以前に広く製造・

使用されていた可燃性フィルム（別名ナイト

レート・フィルム）の素材特性を科学的な実

験機器によって分析することによって、（1）
いまだ国内において体系的な調査・実験・分

析が実施されていない可燃性フィルムの恒

久的な保存研究の基盤を構築し、（2）散逸の

おそれのある可燃性フィルムを国内におい

て安全に保存するための環境を整備するこ

とにあった。 
 
３．研究の方法 
(1) 可燃性フィルムの年代ごとの素材特性

を明らかにするため、可燃性フィルムの情報

を検査し、国内分析機器メーカーにおいて、

可燃性フィルムの素材特性や劣化の度合い

を、高性能の近赤外線(NIR)を用いた分析計

を活用して行う。 

 

(2) 可燃性フィルムの映像をデジタル・デー

タとして恒久保存してゆくための基礎デー

タを明らかにする。 

 

(3) 可燃性フィルムとして現存する映画作

品の作品分析を実施する。 

 

 

４．研究成果 

2008 年度： 

 

(1) 可燃性フィルムに対して近赤外線分析

器を使用し、劣化度合いの測定や、可燃性フ

ィルムか不燃性フィルムかの弁別等につい

ての実験を実施した（実験器機については日

本ビュッヒ株式会社の協力を得た）。 

 

(2)『女ひとり大地を行く』（亀井文夫監督、

1953 年）の可燃性マスターポジ・フィルムか

ら、『女ひとり大地を行く』の「最長版」の

ポジプリントを復元することによって、可燃

性フィルムの歴史と適正な復元方法につい

て検討した。その成果は、論文「『女ひとり

大地を行く［最長版］』の復元」（『東京国立

近代美術館研究紀要 13 号』東京国立近代美

術館、2009）として公刊された（調査・復元

にあたっては有限会社独立プロ名画保存会

の協力を得た）。 

  

(3)映画復元に関するイタリア語とフランス

語の重要論文を専門家の方々に翻訳しても

らうことによって、可燃性フィルムを復元す

る際の倫理的問題についての理論的基盤を

補強することができた（フランス語文献につ

いては横田靖典氏に、イタリア語文献につい

ては柴田幹太氏に御願いした）。 

 

(4)可燃性フィルムを元素材とする最良のデ

ジタル復元の作業フローを検討するため、

『紅葉狩［日活版］』（柴田常吉、1899 年）を

素材として、スキャニング・修復・レコーデ

ィングの観点から検討した（株式会社

IMAGICA の協力を得た）。 

 

2009 年度： 

 

(1)『史劇 楠公訣別』（1921 年）の可燃性ネ

ガフィルムについてフレーム単位の調査を

行い、当時の撮影プロセスやそのフィルムの

来歴について調査を実施し、その成果は、論

文「『史劇 楠公決別』（1921 年）の可燃性ネ

ガフィルムを同定する」（『東京国立近代美術

館研究紀要 14号』東京国立近代美術館、2010）

として公刊された。 

 

(2)無声映画期の可燃性フィルムの色彩表現

である染色と調色の復元を検討するために、

現像所の IMAGICAウェストと共同で、復元の

実験を実施した。 

 

(3)昨年度に検討した可燃性フィルムを元素

材とする最良のデジタル復元の作業フロー

結果に基づき、『紅葉狩［日活版］』（柴田常

吉、1899 年）の可燃性デュープネガから最良

のマスターポジを作成し、全編デジタル復元

を実施した。  

 

近赤外線分析器を活用した可燃性フィルム

の劣化度合の測定については、基準値の設定

の問題から明確な結果を出すことができな

かったが、その一方で、近赤外線機器を使用

することで、瞬時に可燃性フィルムか、不燃

性フィルムなのかを判別することが可能で

あることを明らかにすることができた。この

ことは、可燃性フィルムと不燃性フィルムが

混在して使われていた 1950 年代のフィルム

を検査する際に、今後活用できる結果が得ら

れた。 

 

デジタル技術を活用した可燃性フィルムを

保存・復元というテーマについては、文化財

に指定された『紅葉狩』のケーススタディと



して、さまざまな実験を行うことができた。 

 

また、伝統的な手法で可燃性フィルムの「染

調色を復元する実験も成功し、今後の可燃性

フィルムの復元方法に選択肢をひとつ加え

ることができた。特に伝統的な方法による調

色については世界の現像所でもいまだ実用

化していないものである。 

 

近赤外線については、今後よりサンプル数を

増やして再検討する必要があるだろう。デジ

タル技術を活用した保存と復元については、

今後も現像所と協力しながら、よりよい復元

成果をだしてゆく予定である。染調色の復元

についても、さらに使用できる色の数を増や

してよりよい復元を試みてゆく。 
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